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長寿医療研究開発費 平成２４年度 総括研究報告 

近赤外光・レーザー等を用いた新たな歯科疾患診断・治療用機器の 

開発に関する研究（２３－２０） 

主任研究者 角 保徳 国立長寿医療研究センター 歯科口腔先進医療開発センター 

歯科口腔先端診療開発部 部長 

 

研究要旨 

生体に無害な近赤外光を用いた最新の技術である光干渉断層画像診断法（Optical 

Coherence Tomography：以下 OCT）は、非侵襲下に組織の精密断層画像を得ることができる

最先端の医療撮像技術として、口腔領域の新たな診断機器となる可能性を有する。OCT は、

Ｘ線、CT、MRI、超音波検査に次ぐ最先端の医療画像診断技術といわれており、CT、MRI な

どの既存の医療用画像診断技術の数十倍の解像度を有する。さらに、日本人の発癌の 3.2％

は医療診断用放射線によるとのランセット誌の報告にもあるように、Ｘ線や CT 診断では不

可避であった“被曝”という問題を解消している点でも、OCT は画期的な撮影技術である。

しかし、口腔領域での OCT の臨床研究は世界的に極めて少なく、口腔分野へ応用の道が開

ければパノラマＸ線装置以来の口腔領域の新たな画像診断機器となる可能性を有する有望

な非侵襲画像診断技術として期待されている。 

国立長寿医療研究センター歯科口腔先端診療開発部では、OCT の非侵襲性、高空間分解能、

客観性、同時性、低価格性などの特性を生かして歯科臨床への応用を行い、産官学共同で

歯科用光干渉断層画像診断装置の開発を進め、日本発、世界初の製品化を目指し研究開発

を進めている。本年度の研究結果として、以下のことが判明した。 

 

１．新たな歯科用 OCT 画像診断機器開発 

1) う蝕診断用 OCT 画像診断機器の開発 

Santec㈱社製の歯科用 OCT 画像診断機器に加えて、パナソニックヘルスケア㈱社製の最

先端のう蝕診断用新規機器が国立長寿医療研究センターに導入され、臨床評価を開始し、

日本発、世界初の製品化を目指す。しかし、24 年度中に目指していたう蝕診断用 OCT 画像

診断機器の薬事申請（パナソニックヘルスケア㈱）はパナソニック本社が昨年度 7800 億円、

今年度 7650 億円の赤字を計上し、25 年度以降に延期された。 

2) 歯科用 OCT 画像診断機器を用いた光印象と CAD/CAM 技術統合による補綴物作製 

 厚生労働省の歯科分野における先進医療である「光学印象採得による陶材歯冠修復法」

および「歯科用 CAD/CAM システムを用いたハイブリッドレジンによる歯冠補綴」に基づき、

歯科用 OCT 画像診断機器を用いた光印象と CAD/CAM 技術統合による補綴物作製方法を開発

しつつある。本研究班では、OCT を用いた光印象システムを開発し（世界初）、50μm 以内

の精度で光印象を可能とした。 

3) 直径 0.7mm のファイバープローブの開発 

根管内に応用できる直径 0.7mm のファイバープローブを開発し、根管画像診断用 OCT 試
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作機をほぼ完成、国立長寿医療研究センターに導入された。本機器は、根管内以外におい

ても適応でき、歯牙隣接面や舌側面などへも応用可能である。将来的には、内視鏡に本フ

ァイバープローブを搭載し、消化器、呼吸器癌への応用が期待される。 

4) 在宅用歯科用 OCT 画像診断機器の開発 

在宅歯科医療現場での診断において、有効な歯科用画像診断機器が存在しないため、在

宅歯科医療が普及しない要因の一つとなっている。国立長寿医療研究センターでは、Santec

㈱との共同研究で歯科用 OCT 画像診断機器を小型化することに成功し、世界初の在宅用歯

科用 OCT 画像診断機器の試作機を国立長寿医療研究センターに導入した。本機器はコンパ

クト化に伴う、①低重量化、②省スペース化、③移動に耐えられる安定性を備えている。 

5)紫外線 LED を用いた歯科治療用機器開発 

国立長寿医療研究センターが導入した紫外線 LED は、赤崎勇教授のグループが開発し初

めて外部に提供したものである。従来の方法に比較し、軽量化され強力なスポット照射が

可能となり、紫外線 LED を用いた歯科治療用機器が開発されれば極めて有効な根管内治療

機器となる。国立長寿医療研究センターと日機装中央研究所㈱との産官共同開発により、

昨年 6月に国立長寿医療研究センターに試作機が導入され、現在、抜去歯牙を用いた基礎

実験を終了した。その結果を踏まえ、出力が 10 倍の 2号機を試作し、国立長寿医療研究セ

ンターに平成 24 年 9 月に納品され、現在実験中である。紫外線 LED は、口腔のみならず医

療全般に応用範囲が広い世界最先端技術であり、先ずは口腔分野で機器開発を進め、将来

的には医療全般に広げる予定である。 

6)インプラント用プローブ開発 

インプラント用プローブ開発では、その内容を特許出願（「OCT 装置のイメージングプロ

ーブ」特願 2012-202402）した。 

7)客観的なプラーク評価方法の開発 

歯科臨床において従来、色素によるプラーク染色法が用いられてきた。本研究班では歯

科用 OCT 画像診断機器の特性を生かして、３次元画像化してプラークの付着を評価し、プ

ラークの厚さ、長さ、断面積、表面積、及び体積を画像化・数値化することに成功した。

同様にこれまでに定量化の試みさえも行われていなかった歯肉及び歯槽骨についてまで、

定量化が可能になった。 

8）OCT 画像データのフォーマットを DICOM 化 

歯科用 OCT 画像診断機器で得られたデジタルデータを、CT や MRI、CR などで撮影した医

用画像のフォーマットと通信プロトコルを定義した標準規格である DICOM に変換を試みた。

メディア（株）（東京）にソフトウェア製作を依頼し、画像ワークステーション

VirtualPlaceWS LE-21(Aze 社、東京)を用いて三次元画像を作成し確認した。 

9)歯科診断補助を目的とした OCT 用画像処理ソフトの開発 

OCT 画像に画像処理を加えることにより、領域を一定の処理でカラーマップ化、自動抽出

できるか検討した。市場で汎用的に使われているソフトでは境界が上手く抽出できず、独

自開発したソフトで境界抽出に成功し、抽出された面積も求められるソフトを開発した。 
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10) OCT 画像の特性評価：空間分解能および画像アーチファクトに関する検討 

歯科用 OCT 画像診断機器に対して、精密ゴニオステージを用いて、ガラスエッジファン

トムを近赤外光の入射角が鉛直になる条件を模索し、その画像評価を行った結果、 

精密ゴニオステージを用いてガラスエッジファントムを OCT の近赤外光に対し鉛直に位置

づけた場合には『Saturation アーチファクト』が生じることが明らかとなった。MTF 解析

法が、OCT の品質保証計画に利用できる可能性が示唆された。 

２．開発した歯科用 OCT 画像診断機器の臨床応用 

①歯牙う蝕診断、②レジン充填の臨床診断、③硬質レジン歯の非破壊検査、④歯周病診

断、⑤歯根破折の診断、⑥口腔軟組織疾患診断、⑦小児歯科診断を目的に、歯科用 OCT 画

像診断機器の臨床応用を行った。世界的に類を見ない多数の症例に歯科用 OCT 画像診断機

器を臨床応用し、現時点で 500 症例、2000 本以上の診断に応用し、それぞれの疾患におい

て歯科用 OCT 画像診断機器の有用性を確認し、英文論文として研究成果が結実しつつある。

加えて、従来の画像診断法である小照射野コーンビーム CT、ヘリカル CT およびＸ線撮影の

画像を同一被写体において比較検討を行った。 

 

今年度の研究成果を社会に還元するように努力した結果、 

班全体：特許出願 2件、英文論文 25 論文、総説・著書 7件、シンポジウム・講演 4回、学

会発表 43 回（うち、主任研究者：特許出願 2件、英文論文 19 論文、シンポジウム・講演 2

回、学会発表 24 回）の研究成果を得た。 

 

 

主任研究者 

角 保徳 国立長寿医療研究センター 部長 

 

分担研究者 

1. 田上順次 東京医科歯科大学 教授 

2. 小林  馨 鶴見大学 教授 

3. 杉本伸人 Santec（株） 取締役 

4. 須田英明 東京医科歯科大学 教授 

5. 田中貴信 愛知学院大学歯学部 教授 

6. 和泉雄一 東京医科歯科大学 教授 

7. 倉林 亨 東京医科歯科大学 教授 

8. 水口俊介 東京医科歯科大学 教授 

9. 品田佳世子 東京医科歯科大学 教授 

10. 蛯原善則 (株)ジーシー 課長 
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研究協力者 

1. 鄭 昌鎬  Santec（株） 取締役 

2. 中島幸恵 東京医科歯科大学 医員 

3. 梅村長生 日本歯科医師連盟 相談役  

4. 西田 功 愛知県歯科医師会 

 

 

Ａ．研究目的 

健康に関する国民的な課題として生活

習慣病の克服が挙げられ、その克服には、

客観的な検診・検査による早期診断・早期

治療が不可欠である。口腔領域では生活習

慣病として歯周疾患やう蝕などがあり、こ

れらの疾患は食生活を阻害し全身の健康

や栄養状態に大きく影響を与えて、高齢者

のQOLを著しく低下させる。しかし、その

診断にはＸ線検査、視診等の臨床診断が主

体をなし、高齢者の口腔機能の低下の原因

となりうるう蝕や歯周疾患の診断技術の

多くは、歯科医師の技量や経験により診断

内容が左右される傾向があり、検査値を画

像化・数値化する客観的な診断技術は進ん

でいない。  

このような背景の下、高齢社会における

安心・安全で質の高い生活を実現し、QOL

を維持・向上させて、国民の健康寿命の延

伸に資するため、口腔疾患の早期診断が可

能かつ歯科用Ｘ線検査等による被曝等を

伴わない医療機器の開発が望まれている。 

近年、生体医療用光学分野の進歩は著し

く、その中でも新時代の医療用検査機器と

して光干渉断層画像診断法（OCT）が注目を

浴びている。OCT は、生体に無害な近赤外

レーザー光と光学干渉計の応用により、被

写体内部から得られた後方散乱光を解析す

ることで組織断面の断層画像を高解像度で

描出することが可能な最先端の画像撮像技

術である。1991 年に米国マサチューセッツ

工科大学の研究チームよる最初の論文報告

が science 誌に発表された。Huang らが OCT

の医療分野全般における有用性を示唆した

ように、現在眼科領域では臨床検査機器と

して普及しており、加齢黄斑変性症の病態

解明などに貢献する所は極めて大きい。ま

た、内視鏡型 OCT、波長走査型 OCT の登場

に伴い循環器領域、消化器領域、呼吸器領

域、皮膚科領域、婦人科領域などあらゆる

医療分野において報告され、世界的に開発

競争が行われている。OCT は、Ｘ線、CT、

MRI、超音波検査に次ぐ最先端の医療画像診

断技術といわれており、CT、MRI の数十倍

の解像度を有する上に、臨床の現場で撮影

と同時にその場で画像が確認でき、診療技

術の向上や患者へのインフォームド・コン

セントにも利用できる。さらに、OCT は近

赤外光を用いるため被曝が無いという最大

の利点がある。東日本大震災後、国民の放

射線被曝に対する関心は高まり、医療被曝

に対する考え方にも大きく影響を与え、被

曝を伴わない安全な医療の供給が求めら

れている。歯科界のみならず医療全般に被

曝を伴わない画期的な医療機器の研究・開

発の必要性がクローズアップされ、より安

全・安心な医療技術の提供が求められる。

日本人の発癌の 3.2％は医療診断用放射線

の被曝によるものであるとの報告（Lancet, 

2004）および米国では 2007 年の１年間に
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CT 検査により、米国で毎年発症する癌の約

２％に相当する約 2.9 万人が癌になる計算

であると報告されており、Ｘ線や CT で不可

避であったこの問題を気にすることなく頻

回に撮影可能であるという点で、画期的な

診断機器である。 

このように、OCTはその優れた特性から

注目を浴びており、消化器癌、肺癌の診断

など臨床分野全般に渡る汎用診断技術と

なる可能性を有している。しかし、口腔領

域でのOCTの臨床研究は、「口腔」という狭

く複雑かつ微細な組織を適切に撮影でき

るOCT機器はないために、世界的に報告例

が少ない。OCTの口腔分野への応用の道が

開ければパノラマＸ装置以来の新たな歯

科用画像診断機器となる可能性を有する。 

本研究の第 1の目的は、OCT の非侵襲性、

高空間分解能、客観性、同時性、低価格性

などの特性を生かして歯科臨床への応用を

行い、①歯牙う蝕診断、②レジン充填内部

の臨床診断、③義歯等補綴物の非破壊的検

査、④歯周病診断、⑤歯根破折の診断、⑥

口腔軟組織疾患診断等に有効性があるかど

うかを確認し、併せて⑦歯科用 OCT 画像診

断機器と従来の画像診断機器との画像比較

検討を行うことにある。本研究の第 2 の目

的は、その臨床評価の情報を基に産官連携

により、新たな歯科用 OCT 画像診断機器の

新規プローブや新たな光源の開発を試み、

歯科医療機器としてさらに実用性の高い装

置の開発を試みることである。将来的には、

産官学共同で歯科用 OCT 画像診断機器の開

発を進め、日本発、世界初の新世代の歯科

用画像診断機器としての製品化を目指して

いる。さらに、歯科用 OCT 画像診断機器の

小型化を目指し、現在適切な診断装置がな

い在宅歯科医療の現場での応用への試み

る。加えて、歯科用 OCT 画像診断機器を開

発中に得た基礎技術を応用して、レーザー

等を応用した根管内、歯周ポケット内の滅

菌、静菌等の治療用機器の開発を合わせて

開始した。 

主任研究者らは、本研究の基本概念の特

許を14件出願中であり、その特許を生かし、

歯科医学的知見及び工学的知見を密接に

融合させる産官学連携により、口腔疾患に

特化した高空間分解能、非侵襲かつ小型の

臨床診断が可能な歯科用OCT画像診断機器

の開発研究を行っている。本研究班では、

世界的にも最先端の歯科用新規画像診断

装置として歯科医療の現場に歯科用OCT画

像診断機器の実用化を目指している。 

我が国は超高齢社会を迎え有病者が増

加し、医薬品・医療機器のニーズの拡大

が予想され、我が国の医薬品・医療機器

産業は経済成長の牽引役へ導く可能性が

ある。本研究は、平成 19 年 7 月に発表され

た「国立高度専門医療センターの今後のあ

り方についての有識者会議報告書」のナシ

ョナルセンターが担う主な分野の 8 項目の

うち、3：「高度先駆的かつ安全な診断、治

療技術の開発」、5：「高い開発リスクを有す

る新規市場分野を中心とした医薬品・医療

機器の開発」に該当し、ナショナルセンタ

ーが行うべき研究として適切なものである。

さらに、平成 24 年 6 月に発表された革新的

な医薬品や医療機器を生み出すための

「医療イノベーション５カ年戦略」の主

旨に合致し、国策にも沿った開発研究であ

る。 

本研究は極めて近い将来に実際の医療

サービスへの提供が可能な研究であり、歯

科医療現場のみならず、口腔を対象として

開発した技術は全身疾患の診断に幅広く
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応用・貢献することも期待でき、長寿医

療・長寿科学研究の発展に積極的に貢献す

るべく立案された。 

（倫理面への配慮） 

厚生労働省の臨床研究に関する倫理指針

（平成20年厚生労働省告示第415号）に従

う。研究を始めるに当たり、各所属組織の

倫理規定を遵守し、倫理委員会の承認を得

る。各試行において、目的、方法、手順、

起こりうる危険についての説明を口頭も

しくは文章で提示し、承諾書により被検者

の同意を得るなど、インフォームド・コン

セントに基づき倫理面への十分な配慮を

行う。対象者本人が研究の主旨を理解困難

な場合には、家族または近親者を代諾者と

する。この同意書には拘束権はなく、対象

者はいつでも研究への協力を拒否するこ

とができる。研究分担者間で共通した認識

を持ち、対象者の個人情報の流出には厳重

に留意する。また、今回用いる評価手技自

体は侵襲性という側面からみた場合、極め

て安全性の高い方法であるが、研究等によ

って生じる当該個人の不利益及び危険性

に対する十分な配慮を行い、参加拒否の場

合でもいかなる不利益も被らないことを

明白にする。 

 

Ｂ．研究方法 

Ｃ．研究結果 

Ｄ．考察 

本研究班は、分担研究者が協力して以下

の 8 項目の研究をそれぞれ独立して行って

いるために、Ｂ．研究方法、Ｃ．研究結果、

Ｄ．考察の項目については、研究ごとにま

とめて記載する。 

 

１．歯科用OCT画像診断機器開発（田上 

順次、杉本伸人、蛯原善則、角 保徳） 

国立長寿医療研究センターの中期計画に

則って産官学共同研究にて研究開発を効率

的に進め、紆余曲折はあるものの比較的順

調に研究開発が行われている。以下に研究

項目ごとの研究成果を記載する。 

（１）う蝕診断用 OCT 画像診断機器の開発 

Santec㈱社製の歯科用 OCT 画像診断機器

に加えて、パナソニックヘルスケア㈱社製

の最先端のう蝕診断用新規機器が国立長寿

医療研究センターに導入され、臨床評価を

開始した。現在、口腔各種疾患に本機器を

応用し、臨床的な問題点や改善点を評価中

である。機器の臨床評価は順調に進んでい

る。しかし、24 年度中に目指していたう蝕

診断用 OCT 画像診断機器の薬事申請（パナ

ソニックヘルスケア㈱）はパナソニック本

社が昨年度 7800 億円、今年度 7650 億円の

赤字を計上し、新規事業の見直しが行われ、

25 年度以降に延期された。 

 

（２）歯科用 OCT 画像診断機器を用いた光

印象と CAD/CAM 技術統合による補綴物作製 

【目的】OCT の非侵襲性、高空間分解能、

客観性、同時性、低価格性などの特徴を生

かした歯科臨床への応用として、口腔内デ

ジタル印象採得装置(以下:口腔内計測機)

の開発を行っている。本年度は開発した口

腔内計測機の二次試作機を基に、歯科補綴

物作製用 CAD/CAM システムの計測機として

実使用に耐えうる基本機能を有しているか

の検証を実施した。 

【方法】口腔内計測機の二次試作機を用い

て支台歯石膏模型を計測し、三次元の計測

データを取得する。その後、技工所向け

CAD/CAM システムとして(株)ジーシーが販

売しているシステムに口腔内計測機の二次
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試作機で得られた計測データを取り込み、

クラウン設計から加工までを実施すること

が可能であるかの検証を実施した。 

【結果と考察】計測データの取り込み、補

綴物設計から CAM ソフトへの設計データの

取り込み、加工パス生成から歯科用小型加

工機を用いた補綴物加工まで実施できるこ

とが確認できた。しかしながら、計測デー

タの表面データ生成における不具合、加工

物の若干の適合不良やマージンラインの一

部に不一致が見られた。これらの問題は、

今後のソフトウェア修正やキャリブレーシ

ョンの向上などにより対策できる範囲であ

ると考えられる。 

【結論】一部に課題は残っているが、本研

究により基本的には OCT を活用した口腔内

計測機を用いた計測から補綴物加工までの

作業フローは確立された。歯科用 CAD/CAM

装置の計測機として実現するには、計測ス

ピードの問題から、光源などのさらなる要

素開発が必要であり、早期の製品化は難し

いと考えられる。今後の臨床の現場で使用

できる機器の開発に数億円の経費が必要で

あり、競争的外部資金の獲得を含め、現在

継続の適否を検討中である。 

 

（３）直径 0.7mm の極細根管プローブの開

発 

【目的】歯科臨床で高頻度に行われる根管

治療を成功させるためには、適切な診査診

断が不可欠である。可視化により歯根と根

管の形態を正確に把握することが必要とな

るが、現状では適切な診断機器が存在しな

い。本研究班では、平成 23 年度に根管内に

応用できる直径 0.7mm の極細プローブを開

発し、根管画像診断用 OCT 試作機をほぼ完

成し、国立長寿医療研究センターに導入し

た。本年度の目的は、改良後のファイバー

型プローブによる根管内評価の有効性を確

認する事である。 

【方法】抜去歯（ヒト下顎前歯）を通法に

従い 70 号まで拡大形成を行った後、楔状に

機械的な圧力を加え破折させ歯根破折モデ

ルを作製し、改良を行ったファイバー型プ

ローブにて根管内の評価を行った。 

【結果と考察】改良を行ったファイバー型

プローブは、軸受部の付与にて歳差運動を

抑制し、先端部の軸ブレすることなく安定

的な根管内スキャンをリアルタイムに可能

とした。得られた根管内 OCT 画像では、明

瞭な根管内壁、象牙質、セメント質、歯根

破折線の評価が可能であった。 

【結論】本機器は、根管のみならず根管内

以外にも適応でき、歯冠隣接面や舌側面な

どへ応用が可能である。加えて、内視鏡に

OCT を搭載し、消化器、呼吸器疾患への応

用も期待される。本機器の薬事申請、製品

化には、今後数億円の研究費が必要と考え

られるので、開発は一時中断し適切な時機

を探っている。 

 

（４）在宅用歯科用 OCT 画像診断機器の開

発 

【目的】高齢社会の到来と共に、在宅歯科

医療の拡充が社会的に求められている。し

かし、在宅歯科医療現場での診断において、

有効な歯科用画像診断機器が存在しないた

め、在宅歯科医療が普及しない主要な要因

の一つとなっている。本研究班では、昨年

度に Santec㈱との共同研究で歯科用 OCT 画

像診断機器を手で持ち運べる大きさまで小

型化することに成功し、世界初の在宅用歯

科用 OCT 画像診断機器の試作機を国立長寿

医療研究センターに導入し歯科応用への適
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用を開始した。 

【方法】昨年度に開発した世界初の在宅用

歯科用 OCT 画像診断機器の試作機を用いて、

国立長寿医療研究センターの病棟にて、臨

床応用可能かどうか、評価を行った。 

【結果と考察】国立長寿医療研究センター

の病棟および外来で在宅用歯科用 OCT 画像

診断機器の試作機を使用し、OCT 画像を採

得したところ、十分な画像を得ることが可

能であった。実際の病棟の現場で在宅用歯

科用 OCT 画像診断機器が使用可能であるこ

とを確認した。 

【結論】在宅用歯科用 OCT 画像診断機器は、

歯科用 OCT 画像診断装置に比較して、コン

パクト化に伴う①低重量化、②省スペース

化、③移動に耐えられる耐久性を備えてい

る。 

 

（５）紫外線 LED を用いた歯科治療用機器

開発 

発光ダイオード（LED）の新結晶素子開発

は世界的な最先端技術であり、殊に名城大

学赤崎勇教授（平成 23 年文化勲章受章）の

研究などから紫外線の発生も可能となった。

今回国立長寿医療研究センターが導入した

紫外線 LED は、赤崎勇教授のグループが開

発し初めて外部に提供したものである。従

来の方法に比較し、軽量化され強力なスポ

ット照射が可能となり、紫外線 LED を用い

た歯科治療用機器が開発されれば極めて有

効な根管内治療機器となる。国立長寿医療

研究センターと日機装中央研究所㈱との産

官共同開発により、昨年 6月に国立長寿医

療研究センターに試作機が導入され、現在、

抜去歯牙を用いた基礎実験を終了した。そ

の結果を踏まえ、出力が 10 倍の 2号機を試

作し、国立長寿医療研究センターに平成 24

年 9 月に導入され、現在実験中である。紫

外線 LED は、口腔のみならず医療全般に応

用範囲が広い世界最先端技術であり、先ず

は口腔分野で機器開発を進め、将来的には

医療全般に広げる予定である。 

 

（６）客観的なプラーク評価方法の開発 

歯を失う 2大疾患（齲蝕、歯周病）の主

な病因であるプラークは、歯面と同系の乳

白色であるため、その歯面付着を認識する

ことは困難である。歯科臨床において従来、

色素によるプラーク染色法が用いられてき

た。本研究班では歯科用 OCT 画像診断機器

の特性を生かして、３次元画像化してプラ

ークの付着を評価し、プラークの厚さ、長

さ、断面積、表面積および体積を画像化・

数値化することに成功した。同様にこれま

でに定量化の試みさえも行われていなかっ

た歯肉及び歯槽骨についてまで、定量化が

可能になった。 

 

（７）歯科診断補助を目的とした OCT 用画

像処理ソフトの開発 

【目的】歯牙のＯＣＴ画像では未だカラー

化が進んでいない。 領域を色分けするこ

とによって、歯牙の状態をより明らかにし

特徴抽出に役立つ可能性があり、客観的な

診断の補助となりうる。本年度の研究では

ＯＣＴ画像に画像処理を加えることにより、

領域を一定の処理でカラーマップ化、自動

抽出できるか検討した。 

【方法】OCT の画像は散乱光の光強度分布

を画像化したものであるため、もともとは

色情報などを取得できない。そこでフィル

タ処理、境界抽出、2 値化などの計算的な

処理を加える事で組織の境界面を抽出し、

カラーマップ化、及び面積抽出を試みた。
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計算的な処理については既に市場で汎用的

に使われているソフト、及び独自開発のソ

フトを使用した。 

【結果と考察】市場で汎用的に使われてい

るソフトでは境界が上手く抽出できず、独

自開発したソフトで境界抽出に成功した。

また、抽出された面積も求められるソフト

を開発した。この技術は読影者の技量に因

らない定量的な診断に役立つものと思われ

る。 

【結論】今回の研究で、OCT 画像のカラー

マップ化、及び抽出された面積を求めるソ

フトを開発できた。ただし、あくまでも限

られた対象、及び環境下でのテストであり、

今後はあらゆる対象、及び環境下で安定し

たデータが得られる事を検証していかなけ

ればならない。また、得られた結果が臨床

的なデータと一致するのかの検証も必要で

ある。 

 

２．開発した歯科用 OCT 画像診断機器の臨

床応用（田上順次、須田英明、倉林 亨、

水口 俊介、小林   馨、品田佳世子） 

（１）歯科用 OCT 画像診断機器の保存修復

領域への応用 

【目的】保存修復領域において、SS-OCT は

う蝕の診断や修復物適合性の評価の有用性

が高いと考えられる。平成 21 年度より

SS-OCT を用い、in vitro の実験系を確立し、

以下の結果を報告した。 

１． 平滑面う蝕の診断 

２． 脱灰病変の定量評価の試み 

３． 修復物の適合性評価 

平成 24 年度において、これらの研究を発

展させ、さらに 

４．歯の亀裂の評価、 

５．学生模型実習における修復物適合性の

評価、 

６．非う蝕性歯頚部欠損（NCCL）の観察、 

７．隣接面う蝕の診断  

を行ったところ、興味ある結果を得ること

ができた。 

【方法】平滑面う蝕の診断、脱灰病変の定

量評価の試み、修復物の適合性評価の、３

つの in vitro の実験系では、う蝕歯や人工

脱灰またはコンポジットレジン修復行った

抜去歯を用意し、非破壊で SS-OCT による観

察を行った。その後、走査型レーザー顕微

鏡（CLSM）観察、TMR 法による脱灰深さと

ミネラル密度の計測などを行い、SS-OCT の

結果と比較した。 

歯の亀裂の評価では、ヒト抜去歯にみら

れる亀裂を、その深さに応じてスコア分類

し、SS-OCT 観察と透照診の結果を比較した。

また小児に多発する外傷性亀裂を想定し、

人為的にブタ小臼歯に亀裂を作成し、

SS-OCT のスキャン角度を変えて亀裂の長さ

と幅を計測した。 

学生実習における評価では、学生がメラ

ミン歯に行ったコンポジットレジン修復に

ついて、その適合状態を評価した。 

NCCL の観察では、まず、抜去歯にみられ

る欠損を SS-OCT を用いて観察し、欠損の大

きさ、咬合面残存エナメル質の厚さ、歯頚

部エナメル質の亀裂を測定し、相関関係を

求めた。 

臼歯部隣接面のう蝕の診断では、口腔内

用プローブを装着した OCT を用い、実際の

臨床において隣接面う蝕の診断と評価を行

い、X線写真の結果と比較した。 

【結果と考察】平滑面う蝕の診断では、象

牙質まで到達するう蝕に対し、有意に精度

の高い結果が得られた。また、脱灰病変部

にレジンを浸透させる新しい治療法を検討
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した結果、レジンの浸透する様子を、SS-OCT

を用いて客観的に評価することができた。 

脱灰の評価では、人工脱灰したエナメル

質の SS-OCT 画像は、湿潤状態と乾燥状態に

おいてシグナルが変化しており、その変化

の交点におけるエナメル質の深さは、実際

の脱灰の深さと高い相関がみられた。また、

エナメル質と象牙質の屈折率は、脱灰によ

って変化することがわかり、脱灰病変の検

出に利用できる可能性が示唆された。 

次に、コンポジットレジン修復のギャッ

プを観察したところ、ギャップは SS-OCT 画

像の輝度の上昇として捉えることができ、

過去に行ってきた実験結果と一致していた。

また、その様相は接着材の種類や充填の方

法によって異なっていた。 

亀裂の診断では、SS-OCT による観察は極

めて精度が高く、再現性の優れた結果が得

られた。複雑な破折線を伴う外傷性亀裂に

対しても、スキャン角度を変えて観察を行

うと、深さが正確に測定できることが分か

った。 

学生実習のコンポジットレジン修復では、

非破壊で修復物の断層画像を観察できるこ

とから、気泡の混入やギャップの生成など

を指摘し、充填操作の重要性をより具体的

に教育現場で提示することができた。 

NCCL では、歯頚部のエナメル質の亀裂と

咬合面残存エナメル質の厚さとの間に相関

がみられたことから、NCCL 発症機序の解明

において今後の発展が期待できる結果を得

ることができた。 

さらに隣接面う蝕の診断では、SS-OCT 画

像はデンタル X 線写真よりも優れており、

患者に対して精度の高いう蝕診断を提供す

ることができた。 

【結論】SS-OCT は保存修復領域において、

歯の脱灰による変化をシグナルの変化とし

て客観的にとらえることができ、平滑面う

蝕や隣接面う蝕の診断に有効であった。ま

た、修復物の適合性の非破壊検査、歯の亀

裂の診断においても極めて有用性が高かっ

た。 

 

（２）歯内療法領域における OCT の有用性

の評価 

【目的】OCT は、非侵襲的に組織の精密断

層像を得ることが可能な医療撮像用新技術

である。根管治療時の髄腔開拡は、レント

ゲン写真上での歯髄腔の位置を参考にしな

がら行われる。しかし、歯髄腔の狭窄、歯

軸の頬舌的な傾斜、補綴物の存在等により

歯髄腔の三次元的な方向の把握が困難な症

例に遭遇することがある。本研究ではヒト

抜去歯を用い、象牙質内の歯髄腔が OCT 撮

像で観察できるかを検討した。 

【方法】実験には、ヒト抜去下顎前歯 30 本

上顎大臼歯 20 本を用いた。予め歯科用コー

ンビーム CT にて撮像を行い、切縁から歯髄

腔までの距離が 4 ㎜以下となるように低速

切断機にて歯冠切除を行った。次いで、マ

イクロ CT 撮像を行い、切断面から歯髄腔ま

での距離を測定し、SL とした。大臼歯では

近心頬側、遠心頬側、口蓋の各髄角を測定

する点とした。その後、切断面を OCT にて

撮像を行った。OCT 像による判定は、象牙

質内部に歯髄腔が観察できない場合には

「観察不可」、歯髄腔が観察できた場合には

「観察可」とし、切断面から歯髄腔までの

距離の測定を行い、OL とした。なお、切断

面に歯髄腔が観察できる場合には「露髄」

と判定した。OCT 撮像後、10 号 K ファイル

を用いて「ファイル挿入不可」「ファイル挿

入可」を判定した。「ファイル挿入不可」と
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判定された場合には、さらに歯を約 1mm 削

除し、上記と同様にマイクロ CT 撮像・OCT

撮像・ファイル挿入判定を行った。これを

各歯「ファイル挿入可」と判定されるまで

繰り返し行った。 

【結果と考察】根管までの距離が 2mm 以上

では 90 本中 9本に、1mm 以上 2mm 未満では

69 本中 23 本に、1mm 未満では 81 本中 81 本

に根管が OCT 像により観察された。OCT 撮

像により、象牙質内の根管の位置の把握が

可能となれば、根管探索の際に安全かつ適

切な切削が可能であると考えられる。 

【結論】OCT を用いることで象牙質内の歯

髄腔を観察できることが示唆された。 

 

（３）歯科用 OCT 画像診断機器の歯周組織

診断への応用 

【目的】光干渉断層画像は歯周治療におい

て、歯周組織の断層診断法として病態の把

握、および治療後の治癒の評価法への応用

などに期待が持たれているが、詳細な研究

はほとんど行われていない。本研究は、OCT

画像における歯周組織診断の基本的な読影、

および評価分析法を確立することを目的と

し、本年度は臨床における OCT を用いた 3

次元画像構築法の評価、および OCT を用い

て治療前後における歯周組織の変化の比較

を行うことを目的とした。 

【材料および方法】実験 1：OCT での歯肉縁

下歯石の検出における軟組織の影響を検討

するため、歯肉縁下歯石の付着した抜去歯

を用い、厚さの異なる豚歯肉で被覆して OCT 

撮影を行い、根面および歯石の画像を観察

した。実験 2：歯周組織の健全なボランテ

ィアにおいてOCTの3次元画像構築を行い、

その有効性を評価した。実験 3：実際に各

種の歯周治療の術前後に OCT を応用し、歯

周組織の変化を観察した。  

【結果と考察】抜去歯での OCT 画像におい

ては、エナメル質、象牙質、セメント質、

歯石などの基本的な形態が明瞭に確認され

た。歯肉で被覆された場合には、歯肉の厚

さの増加により像が不鮮明となり、歯石を

観察できる被覆歯肉の厚さに限界があった。

1 回に連続的な OCT を撮影し 3 次元画像を

構築することにより、容易に全体的な骨の

位置、歯肉の状態を把握することができ、

細部の変化をより詳細にとらえることがで

きた。また、各種の歯周治療前後で OCT 画

像を比較することにより、歯石の有無、歯

肉移植後の治癒、メタルタトゥーの金属粒

子の残存の評価を行なうことができた。 

【結論】3 次元構築画像では、一度に広範

囲の断層画像を得て、画像を連続的にスク

リーニングすることで、全体像を把握し、

容易に各組織の位置や形態を把握し、細部

を連続的に観察することができる優れた診

断法である。現状の装置では、撮影部位や

適応可能な歯肉厚さに制限があり、今後さ

らにその能力の向上が期待されるものの、

OCT は、２次元画像および３次元構築画像

ともに歯周組織の断層診断装置として治療

前後の評価に有用であると考えられる。 

 

（４）SS-OCT を用いたインプラント－アバ

ットメント間の適合評価 

本研究の目的は、光干渉断層画像装置

（OCT）によるインプラント－アバットメン

ト(I-A)間 gap の検出精度を評価すること

である。external hex implant (Nobel 

Speedy Groovy、 Nobel biocare)、および

チタン製アバットメント（snappy abutment、 

Nobel biocare）を被験試料とし、I-A 間に

ポリエチレンフィルムを挟み人工的な gap
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を作成した。I-A 間 gap の大きさは 0、50、

100、150μm とした。撮影方向は、インプ

ラント長軸に対して直交する方向を 0 °、

歯冠方向をプラスとし、0、5、10、15、20、

25、30 °とした。さらに、従来の評価法で

あるデンタルレントゲンの撮影を同じ条件

で行った。今回の撮影条件において、OCT

はすべての撮影方向において 50μm の gap

を確認することができた。しかし、デンタ

ルレントゲンでは撮影角度が水平方向の場

合以外では 50μm の gap を確認することは

困難であった。以上の結果より、OCT はデ

ンタルレントゲン撮影よりも優れた検出能

力を有していることが示唆された。 

 

（５）光干渉断層診断装置（OCT）を用いた

各種義歯用陶歯の非破壊検査 

【目的】超高齢社会の到来と共に、義歯の

使用者は年々増加し、QOL の観点から、義

歯の重要性は増している。有床義歯上に使

用される義歯用陶歯は、良好な審美性と高

い硬度から広く用いられているが、製品ご

との使用成分と焼成方法によっては、陶材

内部に気泡やき裂が発生し、口腔内装着後

に破折の原因となるため、品質管理が重要

である。既存の義歯用陶歯内部の評価方法

は抽出検査および破壊検査なので得られる

情報量が限られている。今回、光干渉断層

診断装置（OCT）の非破壊検査、高解像度、

同時性などの特徴を用いて、義歯用陶歯の

内部構造を評価することを試みた。 

【方法】国立長寿医療研究センターにて産

官共同開発された歯科用 OCT 画像診断機器

（IVS-2000、 Santec）を用い、4 社 13 種

の市販義歯用前歯部陶歯を撮影し、得られ

た OCT 画像上で義歯用陶歯の内部構造とク

ラックや気泡などの欠陥について非破壊的

な評価を行った。 

【結果と考察】義歯用陶歯は使用している

珪酸質セラミックの組成が製品種で異なっ

ているが、OCT 画像診断によって光透過性

の高いエナメル質部と低い象牙質部（コア

部）が確認され天然歯様に再現しているこ

とが判明した。OCT 画像上で義歯用陶歯内

部に微細な気泡による空隙も確認できた。

歯科用 OCT 画像診断機器を用いることで試

料破壊が必要であった義歯用陶歯の内部評

価を非破壊的に行う事が可能であり、JIS

の検査事項の内、熱衝撃試験と気泡の確認

試験をある程度代替することが可能と考え

られた。 

【結論】歯科用 OCT 画像診断機器を用いる

ことで、リアルタイムに義歯用陶歯の欠陥

や内部構造の脆弱な部位を客観的に評価・

検出することが可能であると確認された。 

 

（６）OCT 画像の特性評価：空間分解能お

よび画像アーチファクトに関する検討 

【目的】歯科用 OCT 画像診断機器の空間分

解能等を正しく評価するためには、歯科用

OCT 画像診断機器自体の品質保証の評価を

行うことが必要である。今回の研究では、

歯科用 OCT 画像診断機器の品質保証を行な

う上で重要な事項について、検討すること

を目的とした。 

【方法】歯科用 OCT 画像診断機器に対して、

精密ゴニオステージを用いて、ガラスエッ

ジファントムを近赤外光の入射角が鉛直に

なる条件を模索し、その画像評価を行った。

この画像について、過去の実験による画像

との比較を行い、画像ノイズがガラスエッ

ジファントムのプ画像プロファイルにどの

ような影響を及ぼすか検討した。また、光

重合レジンを用いた被写体を、そのシェー
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ドに従い各種作成し、OCT 画像に対するプ

ロファイル解析を行なった。 

【結果と考察】精密ゴニオステージを用い

てガラスエッジファントムを OCT の近赤外

光に対し鉛直に位置づけた場合には

『Saturation アーチファクト』が生じるこ

とが明らかとなった。また、このアーチフ

ァクトは、光重合レジンのストリップス圧

接面に対しても生じうることが明らかとな

った。また以前取得した画像との比較によ

り、OCT の品質保証の評価として、われわ

れの MTF 解析法が有効である可能性が示唆

された。 

【結論】今回の研究により、われわれの MTF

解析法が、OCT の品質保証計画に利用でき

る可能性が示唆された。また、OCT には

『Saturation アーチファクト』が存在す

ること、OCT のプローブと被写体との距離

が離れるとOCT画像のSN比が低下するこ

とが明らかとなった。 

 

（７）歯科用 OCT 画像診断機器の画像と従

来の画像機器との比較検討 

【目的】電離放射線被曝のない近赤外光を

用いた、歯科用 OCT 画像診断機器と電離放

射線被曝のある歯科用小照射野コーンビー

ム CT(Limited Cone Beam CT：CBCT)ならび

にＸ線口内法撮影とのう蝕検出能について、

同一被写体を用いて比較検討し、OCT の適

応を明らかにする。 

【方法】被写体には、鶴見大学歯学部口腔

解剖学講座所有の抜去歯 20 本を用いた。肉

眼的に平滑にう蝕を認めたもの 26 歯面を

対象とした。被写体は、う蝕を含む面で歯

軸方向に切断した。 

被写体を、OCT と CBCT ならびにＸ線口内

法で撮影した。OCT は、国立長寿医療セン

ター病院先端医療・機能回復診療部口腔機

能再建科所蔵、LCBCT は鶴見大学歯学部附

属病院画像診断・放射線科に設置されてい

る PSR9000N(朝日レントゲン工業、京都)を

用いた。CT 軸位断画像がら画像ワークステ

ーション VertulPlace(Aze 社、東京)を用い

て、OCT 画像と一致する断面画像を再構成

した。 

【結果と考察】平滑面う蝕 1 度の被写体で

は、被写体の肉眼的に脱灰している部分と

OCT 画像の高輝度領域は、形態的に類似し

ていた。しかし、OCT 画像では、脱灰部の

高輝度像から深部は全て低信号となり、エ

ナメル・象牙境を確認できず、エナメル質

内にう蝕が、限局しているか、象牙質まで

及んでいるかの判断は困難だった。同じ被

写体の CBCT 画像と口内法Ｘ線像では、肉眼

的脱灰部は検出できなかった。 

 平滑面う蝕 2 度の被写体では、肉眼的に

脱灰している部分は OCT 画像で不均一な輝

度領域として描出されていた。さらに、不

均一な輝度領域の深部に高輝度の線状像を

認め、被写体の脱灰したエナメル・象牙境

と一致していた。 

【結論】脱灰の軽度なう蝕では、CBCT より

も、OCT はう蝕描出が優っている可能性が

示唆された。 

 

（８）歯科用 OCT 画像診断機器を用いた食

品の歯面への脱灰・再石灰化作用の研究 

【目的】特定保健用食品のガムには、再石

灰化を促進させてう蝕予防効果を得るため

に、キシリトール以外に FN-CP、CPP-ACP、 

POs-Ca、などの添加物を配合している。本

研究では、添加物配合キシリトール含有ガ

ム 3種、キシリトール含有ガム、スクロー

ス含有ガムを咀嚼した際、排出したヒト唾
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液、パラフィン咀嚼の刺激唾液を用い、脱

灰させたヒトエナメル質の再石灰化促進効

果を比較検討することを目的とした。 

【方法】抜去前歯の唇側エナメル質以外を

被覆 し、酸性飲料（pH2.5）に 37℃6 時間

浸漬し、実験的に表層下脱灰を作製した。 

脱灰した唇側エナメル質表面に７カ所の窓

を設定し、1か所の窓以外を被覆し、1種類

のガム咀嚼時に排出された唾液に 37℃6 時

間浸漬した。各ガム等咀嚼時の唾液ごとに

露出部分を変え、同様に再石灰化処理を行

った。 光干渉断層計（OCT）を用いて各群

の脱灰前、脱灰後、再石灰化後のエナメル

質表層を撮影した。OCT画像を処理し、再

石灰化について比較分析した。 

【結果と考察】再石灰化促進物質を配合し

ている 3 種のガム咀嚼時の唾液により、エ

ナメル質の脱灰面積が有意に減少しており、

再石灰化効果が認められた。POs-Ca配合ガ

ムが最も再石灰化促進効果が高かった。一

方、再石灰化促進物質を配合していないキ

シリトールガムや刺激唾液は脱灰面積の有

意な減少は認められず、ショ糖含有ガムは

有意に脱灰面積が増加、脱灰が促進するこ

とが判明した。本研究の結果から、酸性飲

料やショ糖含有ガムによる脱灰作用と、添

加物配合キシリトール含有ガムの再石灰化

促進効果が明らかとなり、歯科保健指導や

健康教育などの有効なエビデンスになると

考えられる。 

【結論】再石灰化促進物質配合キシリトー

ル含有ガム 3 種は、ヒト脱灰エナメル質表

面において再石灰化促進効果が認められる

ことが明らかになった。再石灰化促進物質

を配合していないキシリトール含有ガムに

関しては、効果は認められなかった。ショ

糖を主成分とするガムについては脱灰が促

進された。 

 

Ｅ．結論 

１．新たな歯科用 OCT 画像診断機器開発 

1) う蝕診断用 OCT 画像診断機器の開発 

Santec㈱社製の歯科用 OCT 画像診断機器

に加えて、パナソニックヘルスケア㈱社製

の最先端のう蝕診断用新規機器が国立長寿

医療研究センターに導入され、臨床評価を

開始し、日本発、世界初の製品化を目指す。

しかし、24 年度中に目指していたう蝕診断

用 OCT 画像診断機器の薬事申請（パナソニ

ックヘルスケア㈱）はパナソニック本社が

昨年度 7800 億円、今年度 7650 億円の赤字

を計上し、25 年度以降に延期された。 

2) 歯科用 OCT 画像診断機器を用いた光印

象と CAD/CAM 技術統合による補綴物作製 

 厚生労働省の歯科分野における先進医療

である「光学印象採得による陶材歯冠修復

法」および「歯科用 CAD/CAM システムを用

いたハイブリッドレジンによる歯冠補綴」

に基づき、歯科用 OCT 画像診断機器を用い

た光印象と CAD/CAM 技術統合による補綴物

作製方法を開発しつつある。本研究班では、

OCT を用いた光印象システムを開発し（世

界初）、50μm 以内の精度で光印象を可能と

した。 

3) 直径 0.7mm のファイバープローブの開

発 

根管内に応用できる直径 0.7mm のファイ

バープローブを開発し、根管画像診断用 OCT

試作機をほぼ完成、国立長寿医療研究セン

ターに導入された。本機器は、根管内以外

においても適応でき、歯牙隣接面や舌側面

などへも応用可能である。将来的には、内

視鏡に本ファイバープローブを搭載し、消

化器、呼吸器癌への応用が期待される。 
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4) 在宅用歯科用 OCT 画像診断機器の開発 

在宅歯科医療現場での診断において、有

効な歯科用画像診断機器が存在しないため、

在宅歯科医療が普及しない要因の一つとな

っている。国立長寿医療研究センターでは、

Santec㈱との共同研究で歯科用 OCT 画像診

断機器を小型化することに成功し、世界初

の在宅用歯科用 OCT 画像診断機器の試作機

を国立長寿医療研究センターに導入した。

本機器はコンパクト化に伴う、①低重量化、

②省スペース化、③移動に耐えられる安定

性を備えている。 

5)紫外線 LED を用いた歯科治療用機器開発 

国立長寿医療研究センターが導入した紫

外線 LED は、赤崎勇教授のグループが開発

し初めて外部に提供したものである。従来

の方法に比較し、軽量化され強力なスポッ

ト照射が可能となり、紫外線 LED を用いた

歯科治療用機器が開発されれば極めて有効

な根管内治療機器となる。国立長寿医療研

究センターと日機装中央研究所㈱との産官

共同開発により、昨年 6月に国立長寿医療

研究センターに試作機が導入され、現在、

抜去歯牙を用いた基礎実験を終了した。そ

の結果を踏まえ、出力が 10 倍の 2号機を試

作し、国立長寿医療研究センターに平成 24

年 9 月に納品され、現在実験中である。紫

外線 LED は、口腔のみならず医療全般に応

用範囲が広い世界最先端技術であり、先ず

は口腔分野で機器開発を進め、将来的には

医療全般に広げる予定である。 

6)インプラント用プローブ開発 

インプラント用プローブ開発では、その

内容を特許出願（「OCT 装置のイメージング

プローブ」特願 2012-202402）した。 

7)客観的なプラーク評価方法の開発 

歯科臨床において従来、色素によるプラ

ーク染色法が用いられてきた。本研究班で

は歯科用 OCT 画像診断機器の特性を生かし

て、３次元画像化してプラークの付着を評

価し、プラークの厚さ、長さ、断面積、表

面積、及び体積を画像化・数値化すること

に成功した。同様にこれまでに定量化の試

みさえも行われていなかった歯肉及び歯槽

骨についてまで、定量化が可能になった。 

8）OCT 画像データのフォーマットを DICOM

化 

歯科用 OCT 画像診断機器で得られたデジ

タルデータを、CT や MRI、CR などで撮影し

た医用画像のフォーマットと通信プロトコ

ルを定義した標準規格である DICOM に変換

を試みた。メディア（株）（東京）にソフト

ウェア製作を依頼し、画像ワークステーシ

ョン VirtualPlaceWS LE-21(Aze 社、東京)

を用いて三次元画像を作成し確認した。 

9)歯科診断補助を目的とした OCT 用画像処

理ソフトの開発 

OCT 画像に画像処理を加えることにより、

領域を一定の処理でカラーマップ化、自動

抽出できるか検討した。市場で汎用的に使

われているソフトでは境界が上手く抽出で

きず、独自開発したソフトで境界抽出に成

功し、抽出された面積も求められるソフト

を開発した。 

10) OCT 画像の特性評価：空間分解能およ

び画像アーチファクトに関する検討 

歯科用 OCT 画像診断機器に対して、精密

ゴニオステージを用いて、ガラスエッジフ

ァントムを近赤外光の入射角が鉛直になる

条件を模索し、その画像評価を行った結果、 

精密ゴニオステージを用いてガラスエッジ

ファントムを OCT の近赤外光に対し鉛直に

位置づけた場合には『Saturation アーチフ

ァクト』が生じることが明らかとなった。
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MTF 解析法が、OCT の品質保証計画に利用

できる可能性が示唆された。 

２．開発した歯科用 OCT 画像診断機器の臨

床応用 

①歯牙う蝕診断、②レジン充填の臨床診

断、③硬質レジン歯の非破壊検査、④歯周

病診断、⑤歯根破折の診断、⑥口腔軟組織

疾患診断、⑦小児歯科診断を目的に、歯科

用 OCT 画像診断機器の臨床応用を行った。

世界的に類を見ない多数の症例に歯科用

OCT 画像診断機器を臨床応用し、現時点で

500 症例、2000 本以上の診断に応用し、そ

れぞれの疾患において歯科用 OCT 画像診断

機器の有用性を確認し、英文論文として研

究成果が結実しつつある。加えて、従来の

画像診断法である小照射野コーンビーム CT、

ヘリカル CT およびＸ線撮影の画像を同一

被写体において比較検討を行った。 
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35) 吉岡俊彦, 白金由紀子, 小松恵, 石村

瞳, 海老原新, 須田英明: OCTを用い

た歯髄腔の観察 日本歯科保存学会第

136回学術大会 2012.06.28-29 プ

ログラム抄録集 P145 宜野湾市 

36) 吉岡俊彦, 海老原新, 須田英明：歯科用

コーンビーム CTを利用して根管処置

を行った 2症例日本歯科保存学会第

137回学術大会 2012.11.22 広島市 

37) 小松 恵、吉岡俊彦、石村 瞳、海老

原新、須田英明：根尖部骨欠損の歯科

用コーンビーム CTを用いた３次元的

形態評価日本歯科保存学会第 137回学

術大会 2012.11.22 広島市 

38) 井上 実，春日祐太，星野義人，長沢

悠子，日比野 靖，高橋英和，角 保

徳，水口俊介，中嶌 裕：試作フッ素

系軟質裏装材における異なるモノマー

成分が粘弾性と吸水・溶解量に与える

影響について 第 59回日本歯科理工

学会学術講演会, 徳島, 2012年 4月 

39) 星野義人，春日祐太，井上 実，長沢

悠子，日比野靖，高橋英和，角 保徳，

水口俊介，中嶌 裕：試作フッ素系軟

質裏装材におけるモノマー成分の違い

が義歯床用レジンとの接着に与える影

響について 第 59回日本歯科理工学

会学術講演会，徳島，2012年 4月 

40) 井上 実，星野義人，長沢悠子，日比

野 靖，高橋英和，角 保徳，水口俊

介，中嶌 裕：フッ素系モノマー成分

の違いが試作フッ素系軟質裏装材の特

性に及ぼす影響 －粘弾性と吸水・溶
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解性について－第 60回日本歯科理工

学会学術講演会, 福岡, 2012年 10月 

41) 菊池圭介，秋葉徳寿，角 保徳，水口

俊介：SS-OCT（光干渉断層計）を用

いたインプラント‐アバットメント間

の適合評価 第 60回日本歯科理工学

会学術講演会，福岡，2012年 10月 

42) 星野義人，井上 実，長沢悠子，日比

野 靖，高橋英和，角 保徳，水口俊

介，中嶌 裕：試作フッ素系軟質裏装

材におけるモノマー成分の違いが義歯

床用レジンとの接着耐久性に与える影

響について 第 60回日本歯科理工学

会学術講演会，福岡，2012年 10月 

43) 渡邊 裕, 能村嘉一, 誉田栄一, 髙橋 

璋, 角 保徳, 倉林 亨. 歯科用コー

ンビーム CT における撮像視野内の位

置依存性について. 第 22回日本歯科医

学会総会. 大阪市, 平成 24 年 11 月

9-10日, 2012. 

 

４．シンポジウム・講演 

1) Izumi Y. Clinical Application of 

Er:YAG Laser in Periodontal 

Therapy. CE8: Lasers for the 

inflammatory lesion. 98th Annual 

Meeting American Academy of 

Periodontology in collaboration with 

the Japanese Society of 

Periodontology, Los Angeles, Sep 29 - 

Oct 2, 2012. 
2) Izumi Y. Clinical application of the 

Er:YAG laser in periodontal and 

peri-implant therapy. Molecular 

Science in Oral - Systemic Medicine - 

Winter Seminar -. The 8th Global 

COE International Symposium, 

Tokyo Medical and Dental University, 

Tokyo, Feb 3-4, 2013. 

3) 角 保徳 「歯科用 OCT 画像診断機

器の開発とその臨床応用」 浜松臨床歯

科 研 究 会  公 開 開 催 セ ミ ナ ー 

2012.12.23 浜松市 

4) 角 保徳 歯科用 OCT へのチャレン

ジ 京都光技術研究会 第 1回光もの

づくりセミナー－OCT（光コヒーレン

ストモグラフィ）の医療への展開－  

2012.6.19 京都市 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 (特許出願) 

1) 角 保徳、小澤総喜、権田洋平 

歯垢、歯肉及び歯槽骨の計測表示方法

及び計測表示装置 

特願 2012-160430 平成 24年 7月 19

日出願 

2) 角 保徳、西田 功、鄭 昌鎬 

OCT装置のイメージングプローブ 

特願 2012-202402 平成 24年 9月 14

日出願 

２．実用新案登録 

 なし 

３．その他 

 なし 

 


